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大井町防災安全課 



安全・安心パトロールの重要性 

 

我国では久しく「水と空気と安全はタダ」というイメージがありましたが、今の

時代、どれをとってもタダで手に入るものはありません。特に、最近の治安情勢は

不安の一途を増すばかりです。これからの時代は、地域の皆さんが「自分のことは

自分で守る。自分たちのまちは自分たちで守る。」という防犯意識を持ち、警察や町

と一体となっていろいろな防犯活動を進めなければ安全で安心して暮らせる地域社

会は築けません。 

地域の皆さんができる防犯活動として最も手軽で誰もが参加でき、そして最も効

果的な活動が防犯パトロールです。犯罪者が犯行をあきらめた理由として一番にあ

げたのが「近所の人に見られた。声をかけられた。」ことです。 

町の連帯感が強い地域では、空き巣などの事件の発生が少なくなっています。犯

罪者は隣近所のことに無関心な、地域の連帯感が弱い町を狙います。 

防犯パトロールは、犯罪者を捕まえる活動ではありません。パトロールをしてい

る姿を見せたり、声を掛け合うことにより、自然に地域コミュニティが生まれ、犯

罪者を寄せ付けない町ができていくのです。 

ぜひ、皆さんの自主防犯活動で、安全で安心して暮らせる地域社会を築きましょ

う。 
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パトロール時の服装 

 パトロールは身軽で活動的な服装で行なってください。 

 パトロール中であることをアピールすることが大切です。パトロールは犯罪など

に対する抑止力になります。町から貸与した防犯ベスト・防犯キャップを着用し活

動を行なってください。 

 靴は、活動しやすい運動靴を使用しましょう。 

 

携行する物品 

○携帯電話   ・・・１１０番通報や緊急時の連絡用 

※松田警察署へは０４６５－８２－０１１０です。 

           ※防災安全課へは０４６５－８５－５００２です。 

○懐中電灯   ・・・夜間パトロールの場合 

できれば 

○筆記用具   ・・・犯罪、不審者を発見したときや危険箇所を発見したとき 

の記録用 

 なお、パトロール中は両手が使えるように、物品はウエストポーチ等に入れて持

ち歩きましょう。 

 

できる範囲でおこなってください 

 パトロールの理想は、夕方や夜間だけでなく、朝や昼も毎日行なうことです。 

 しかし、何事も負担になったのでは長続きしません。無理をせず、みなさんので

きる範囲（時間帯・場所）でパトロールすることが大切です。 

 

積極的なあいさつを心掛けましょう 

過去に行なった調査結果によれば、犯罪者が犯行をあきらめた理由の第一位は「近

所の人に見られたり、声を掛けられたから」でした。 

犯罪者は地域住民に声をかけられることを嫌うため、積極的なあいさつ、声かけ

は効果絶大です。 

まずは、「おはようございます」「こんにちは」「こんばんは」といった、あいさつ

だけでも十分です。 

 

 

 

 

 

２ 



見慣れない人がいたり、不審な車がないか注意しましょう 

 見慣れない人がいたら、あいさつをして様子を見ましょう。不審に感じた場合は、

相手と離れてから警察に通報してください。その際には相手の顔、体格、服装など

の特徴を覚えておきましょう。 

 不審な車を発見した場合は、ナンバーや車の特徴などメモしておくことも重要で

す。 

 犯罪の現場を目撃した場合には無理して捕まえようとせず、身の安全を優先した

うえで警察（１１０番）へ通報してください。 

 

子供たちを守りましょう 

 全国的に児童や小さな子供を狙った犯罪が懸念されておりますが、小学生の下校

の時間帯に通学路を中心に巡回することも有効です。その際も積極的にあいさつを

し、不審な人や車がいないか確認しましょう。 

 小さな子供がひとりで歩いていたり、遊んでいるのを見かけたときは、周りに不

審な人物がいないことを確認して、「なるべくひとりで遊ばないようにね」「知らな

い人について行っちゃだめだよ」「危ない時は大声で叫ぶんだよ」などと声をかけて

ください。 

 

交通事故に気をつけましょう 

パトロールの際には、周りの状況に注意し、交通ルールを守って事故に遭わない

ように注意してください。 

お配りしたベストは夜光性ですが、白っぽい服装を着用するなど、できるだけ目

立つ服装で行動してください。 
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不審者等を見つけたら、警察（110番）へ通報してください。 

 

声をかけたり、無理して捕まえようとしないでください。 

通報を受けた警察官は順を追って次のことをお尋ねしますので、慌てずに答えて

ください。 

 

●何がありましたか？       ・・・・空き巣、ひったくりなど 

                     不審者の目撃の場合は、具体的な 

                     行動を教えてください。 

●いつですか？          ・・・・たったいま、○○分前など 

●どこですか？          ・・・・大井町○○、番地、目標物など 

●犯人はどんな人でしたか？    ・・・・人数、服装、特徴、凶器の有無等 

●犯人は何を使って逃げましたか？ ・・・・徒歩、自転車、自動車等 

●逃げた方向は？         ・・・・○○方面、○○駅方向など 

 

このほか、事件の内容により、さらに詳しくお尋ねすることもありますが、通信

司令室では、皆さんからの１１０番通報を受けている間にも、現場に最も近いパト

カーやパトロール中の警察官を現場に急行させています。 

 

 

プライバシーを守りましょう 

 パトロール中に知り得た個人に関する情報は、決して漏らさないようにしましょ

う。また、パトロール中に写真等の記録をとる場合も、個人のプライバシーに配慮

しましょう。 
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